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はじめに

『Sun Cluster Data Service for Apacheガイド (Solaris OS版)』は、Sun™ Cluster HA for
Apacheのインストールと構成について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティング環
境に関する知識と、Sun Clusterと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに関する
専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に必要なコマ
ンドについて説明しています。このマニュアルでは、 UNIX®の基本的なコマンドや
手順 (システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については扱いませ
ん。 UNIXの基本的なコマンドや手順については、次の情報源を利用してください。

� Solarisソフトウェア環境のオンラインマニュアル
� Solarisオペレーティング環境のマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

6 Sun Cluster Data Service for Apacheガイド (Solaris OS版) • 2004年 4月, Revision A



[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
Sun Clusterの関連トピックについては、次の表に記載したマニュアルを参照してくだ
さい。

トピック タイトル パート番号

データサービス管
理

『 Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』 817-4317

Sun Cluster 3.1 10/03 Data Services Collection :
http://docs.sun.com/db/coll/1156.1?l=ja

概念 『Sun Cluster 3.1 10/03の概念』 817-4329

ソフトウェアのイ
ンストール

『Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアのインストール』 817-4328

システム管理 『 Sun Cluster 3.1 10/03のシステム管理』 817-4327

ハードウェア管理 『 Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』 817-0168

Sun Cluster 3.x Hardware Administration Collection :
http://docs.sun.com/db/coll/1024.1

データサービス開
発

『Sun Cluster 3.1 10/03データサービス開発ガイド』 817-4330

エラーメッセー
ジ:

『Sun Cluster 3.1 10/03 Error Messages Guide』 817-0521

コマンドおよび機
能のリファレンス

『 Sun Cluster 3.1 10/03 Reference Manual』 817-0522
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トピック タイトル パート番号

リリース情報 『Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03ご使用にあ
たって』

817-4980

『 Sun Cluster 3.1 10/03ご使用にあたって』 817-4522

『 Sun Cluster 3.x Release Notes Supplement』 816-3381

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� オペレーティング環境のバージョン番号(例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

サービスプロバイダのために、次のコマンドを使用して、システム上の各ノードに関
する情報を収集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

prtdiag -v システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for Apacheのインス
トールと構成

この章では、Sun Clusterサーバーに Sun Cluster HA for Apacheをインストールして
構成する方法について説明します。

この章では、次の手順について説明します。

� 15ページの「Solaris 8 CD-ROMおよび Solaris 9 CD-ROMからApacheソフト
ウェアをインストールして構成する」

� 17ページの「Apache WebサイトからApacheソフトウェアをインストールして構
成する」

� 18ページの「mod_sslを使用してApacheソフトウェアをインストールして構成す
る」

� 21ページの「apache-sslを使用してApacheソフトウェアをインストールして構成
する」

� 23ページの「Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA for Apache
パッケージをインストールする」

� 24ページの「scinstallユーティリティーを使用して Sun Cluster HA for
Apacheパッケージをインストールする」

� 25ページの「Sun Cluster HA for Apacheを登録して構成する」
� 32ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを構成する」
� 32ページの「データサービスのインストールと構成を確認する」

Sun Cluster HA for Apacheは、フェイルオーバーデータサービスまたはスケーラブル
データサービスとして構成できます。フェイルオーバーデータサービスおよびスケー
ラブルデータサービスの概要については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理
(Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービスの計画」を参照するか、『Sun
Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参照してください。

注 –このデータサービスのインストールと構成には、SunPlex Managerを使用できま
す。詳細は SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。
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インストールと構成の計画
Sun Cluster HA for Apacheをインストールする前に、Apache構成ファイル
httpd.confの次の情報を更新します。

注 – httpd.confファイルの場所は、インストールによって異なります。システム管
理者は、通常、httpd.confファイルをクラスタファイルシステム上にインストール
します。デフォルトのインストールでは、/usr/local/apache/confディレクト
リに httpd.confファイルが配置されます。 Solarisに付属しているApache
パッケージをインストールする場合、このファイルは /etc/apacheディレクトリに
配置されます。

� ホスト名を含む ServerNameの指定。Sun Cluster HA for Apacheの高可用性を実
現するには、サーバーのアクセスに使用されるネットワークアドレス (論理ホスト
名または共有アドレス)の名前を、この指定に設定します。論理ホスト名または共
有アドレスの設定は、クラスタをインストールした時点で行われていなければなり
ません。ネットワークリソースの詳細については、『Sun Clusterの概念 (Solaris
OS版)』を参照してください。

� 論理ホストまたは共有アドレスを設定する必要があるBindAddressの指定。
INADDR_ANYにバインドするようにApacheを構成できます。しかし、各リソー
スは個別のネットワークリソースとポート番号のペアにバインドする必要があり
ます。たとえば、複数のリソースを実行する場合、各リソースのポート番号が異
なるのであれば INADDR_ANYを使用できます。

� ServerTypeの指定。この指定はデフォルトの standaloneに設定する必要があ
ります。

� 複数の Apacheインスタンス。複数のApacheインスタンスが存在する場合は、異
なるリソースを使用して各インスタンスを管理する必要があります。また、
個々のリソースには固有の Bin_dirを設定する必要があります。特定のApache
インスタンスを起動するこの Bin_dirプロパティの下には、apachect1スクリ
プトが存在しなければなりません。

注 – httpdバイナリは、異なるApacheリソースで共有できます。つまり、さまざ
まなリソースの apachect1スクリプトが同じ httpdバイナリのパスを指定して
も支障ありません。しかし、特定のApacheリソースに異なる構成ファイルを使
用するためには各 apachect1スクリプトを変更する必要があります。このため
には、httpdコマンドの -fオプションを使用して特定の httpd.confファイル
を指定します。

� DocumentRoot指定は、文書ルートディレクトリの場所を指定します –この指定
は、HTML文書がインストールされる、クラスタファイルシステム上の場所を示
します。
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� ScriptAlias指定は、cgi-binディレクトリのクラスタファイルシステム上の
場所を含みます –この指定は、cgi-binファイルがインストールされるクラスタ
ファイルシステム上の場所を示します。

注 – Webサーバーに対する URLマッピングの設定では、いくつかの規則に従う必
要があります。たとえば、CGIディレクトリを設定する場合、可用性を維持する
には、マップしたディレクトリをクラスタファイルシステムに配置する必要があり
ます。たとえば、CGIディレクトリを /global/diskgroup/ServerRoot/cgi-bin
にマップします。ここで、diskgroupは、Apacheソフトウェアを含むディスクデバ
イスグループを示します。 CGIプログラムが、RDBMSなどのバックエンドサー
バーにアクセスするような状況では、バックエンドサーバーも Sun Clusterソフト
ウェアによって制御されていることを確認してください。バックエンドサーバー
が Sun Clusterソフトウェアによってサポートされる RDBMSの場合は、高可用性
RDBMSパッケージを使用してください。あるいは、『Sun Clusterデータサービ
ス開発ガイド (Solaris OS版)』で説明されているAPIを使用して、サーバーを Sun
Clusterの制御下に置きます。

� ロックファイル –ロックファイルを使用している場合は、httpd.confファイルの
LockFile指定の値をローカルファイルに設定してください。

� PidFileの指定 –ローカルファイルを指定します (次に例を示します)。

PidFile /usr/local/apache/log/httpd.pid

� サーバーポートまたは複数のポートからアクセスされる Portの指定—デフォル
ト値は、各ノードの httpd.confファイルで設定されます。 Port_listリソー
スプロパティは、各 httpd.confファイルに指定されているすべてのポートを含
む必要があります。

Port_listプロパティは、Network_resources_usedプロパティで定義され
ているネットワークリソースの、ポートと IPアドレスのすべての組み合わせを
Webサーバーが提供することを想定しています。

Port_list=”80/tcp,443/tcp,8080/tcp”

たとえば、Port_list構成は、次の IPポートの組み合わせを検証します。

ホスト ポート プロトコル

node1 80 tcp

node1 443 tcp

node1 8080 tcp

node2 80 tcp

node2 443 tcp

Sun Cluster HA for Apacheのインストールと構成 11



node2 8080 tcp

ただし、node1がポート 80と 443のみにサービスを提供し、node2はポート 80
と 8080のみにサービスを提供する場合は、Apacheの Port_listプロパティは次の
ように構成できます。

Port_list=node1/80/tcp,node1/443/tcp,node2/80/tcp,node2/8080/tcp
次の規則を考慮してください。

� node-1および node-2のホスト名と IPアドレス (ネットワークリソース名ではな
い)を指定する必要があります。

� Apacheが Network_resources_usedプロパティ内の各 nodeNごとに
nodeN/portを提供する場合、node1/port1、node2/port2のような組み合わせの
代わりに短い形式を使用できます。次に例を示します。

例 1

Port_list=”80/tcp,node1/443/tcp,node2/8080/tcp”
Network_resources_used=node1,node2

次の例で、IPとポートの組み合わせを検証します。

ホスト ポート プロトコル

node1 80 tcp

node1 443 tcp

node2 80 tcp

node2 8080 tcp

例 2

Port_list=”node1/80/tcp,node2/80/tcp”
Network_resources_used=net-1,net-2
#net-1 contains node1.
#net-2 contains node2 and node3.
次の例で、IPとポートの組み合わせを検証します。

ホスト ポート プロトコル

node1 80 tcp

node2 80 tcp

� Port_listプロパティで指定されたすべてのホスト名 (IPアドレス)は、ほか
のスケーラブルリソースの Network_resources_usedプロパティで指定され
ているネットワークリソースに属してはなりません。スケーラブルサービス
が、別のスケーラブルリソースによって使用されている IPアドレスを検出する
と、Apacheリソースの作成に失敗します。
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注 – Sun Cluster HA for Apacheと別の HTTPサーバーを実行する場合は、HTTPサー
バーがそれぞれ異なるポートで待機するように構成してください。異なるポートで待
機するように構成しないと、2つのサーバーの間でポートの衝突が発生します。

Sun Cluster HA for Apacheを登録して構成するには、次の情報を検討し、指定する必
要があります。

� Sun Cluster HA for Apacheをフェイルオーバーデータサービスとスケーラブル
データサービスのどちらで使用するかを決定する。

� Apache Webserverのセキュアバージョンと非セキュアバージョンのどちらをイン
ストールするかを決定する。

� 設定する障害モニターリソースプロパティを決定する (たとえば、
Thorough_probe_intervalまたは Probe_timeoutプロパティなど)。ほとん
どの場合はデフォルト値で十分です。これらのプロパティについては、33ページ
の「Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティの構成」を参照してください。

� Sun Cluster HA for Apacheのリソースタイプの名前を指定する。この名前は、
SUNW.apacheです。

� データサービスをマスターするクラスタノードの名前を指定する。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)を指
定する。通常、この IPアドレスは、クラスタのインストール時に設定されます。
ネットワークリソースの詳細については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を
参照してください。

� アプリケーションバイナリへのパスを指定する。バイナリは、ローカルディスク
またはクラスタファイルシステムにインストールできます。各インストール先の
長所と短所については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)
』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」を参照してください。

� 該当する httpd.conf構成ファイルを使用するには各 apachect1コピーを変更
する。

� Load_balancing_policyプロパティが LB_STICKYまたは LB_STICKY_WILD
に設定されているオンラインスケーラブルサービスの場合、
Load_balancing_weightsプロパティを変更するには注意が必要です。サービ
スがオンラインのときにこれらのプロパティを変更すると、既存のクライアントと
の関連がリセットされます。したがって、そのクライアントが以前にクラスタメン
バーからサービスを受けていても、異なるノードがそのクライアントの要求を処理
します。

同様に、サービスの新しいインスタンスがクラスタで起動された場合は、クライア
ントとの既存の親和性がリセットされることがあります。

� Port_listプロパティのエントリを決定する。 Port_listプロパティには複数
のエントリを指定できます。詳細は、25ページの「Sun Cluster HA for Apacheを
登録して構成する」を参照してください。
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� Monitor_Uri_List拡張プロパティを利用するかどうかを決定する。この拡張プ
ロパティを使用して、任意の URIリストを監視できます。 URIの任意の監視は、
Sun Cluster HA for Apacheエージェントの検証で、Sun Cluster HA for Apache
サーバー上に配備されたアプリケーション (URI)をすべて監視する必要がある場合
に便利です。 Monitor_Uri_List拡張プロパティの使用は、Sun Cluster HA for
Apacheのセキュアインスタンスではサポートされていません。このプロパティを
使用するには、Sun Cluster HA for Apacheのリリース 3.1 10/03をインストールす
る必要があります。 Sun Cluster HA for Apacheを以前のバージョンからアップグ
レードする場合、新しいプロパティを使用するためには、リソースタイプのアップ
グレード手順を実行する必要があります。手順については、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースタイプの更新」を参照してく
ださい。任意指定の拡張プロパティの設定や、Monitor_Uri_Listの使用例につ
いては、33ページの「Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティの構成」を参照
してください。

Sun Cluster HA for Apacheのインス
トールと構成
インストールと構成の作業が説明されている節を表 1に示します。

表 1 Task Map: Sun Cluster HA for Apacheのインストールと構成

作業 参照先

Apacheソフトウェアのインストー
ル

15ページの「Apacheのインストールと構成」

Sun Cluster HA for Apacheパッケー
ジのインストール

23ページの「Web Startプログラムを使用して Sun
Cluster HA for Apacheパッケージをインストールす
る」

24ページの「scinstallユーティリティーを使用し
て Sun Cluster HA for Apacheパッケージをインストー
ルする」

Sun Cluster HA for Apacheの構成と
起動

25ページの「Sun Cluster HA for Apacheを登録して構
成する」

リソース拡張プロパティの構成 33ページの「Sun Cluster HA for Apache拡張プロパ
ティの構成」

障害モニターの情報の表示 36ページの「Sun Cluster HA for Apache障害モニ
ター」

14 Sun Cluster Data Service for Apacheガイド (Solaris OS版) • 2004年 4月, Revision A



Apacheのインストールと構成
Apache Webserverは、非セキュアまたはセキュアなWebserverとしてインストー
ル、設定することができます。この節では、両タイプのインストール手順について説
明します。非セキュアバージョンのWebserverをインストールするには、次のいずれ
かの手順を参照してください。

� 15ページの「Solaris 8 CD-ROMおよび Solaris 9 CD-ROMからApacheソフト
ウェアをインストールして構成する」

� 17ページの「Apache WebサイトからApacheソフトウェアをインストールして構
成する」

セキュアバージョンのWebserverをインストールするには、次のいずれかの手順を参
照してください。

� 18ページの「mod_sslを使用してApacheソフトウェアをインストールして構成す
る」

� 21ページの「apache-sslを使用してApacheソフトウェアをインストールして構成
する」

Sun Cluster HA for Apacheは、Webサーバーまたはプロキシサーバーとして構成さ
れたApacheソフトウェアで動作します。

一般的なインストール手順については、ApacheのWebサイト
(http://www.apache.org)を参照してください。 Sun Clusterソフトウェアでサポート
されているApacheバージョンの全一覧は、ご購入先から入手してください。

非セキュアApache Webserverのインストール
この節では、非セキュアなApacheＷebserverのインストール手順について説明しま
す。セキュアApache Webserverのインストール手順については、18ページの「セ
キュアApache Webserverのインストール」を参照してください。

� Solaris 8 CD-ROMおよび Solaris 9 CD-ROMからApache
ソフトウェアをインストールして構成する
この手順では、非セキュアバージョンのApache Webserverをインストールします。
セキュアApache Webserverのインストール手順については、18ページの「セキュア
Apache Webserverのインストール」を参照してください。

Apacheバイナリは、SUNWapchr、SUNWapchu、SUNWapchdという 3つのパッケー
ジに格納されています。これらのパッケージは、全体として SUNWCapacheパッケー
ジメタクラスタを構成しています。必ず SUNWapchrパッケージをインストールして
から SUNWapchuパッケージをインストールする必要があります。
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このWebサーバーのバイナリは、各クラスタノードのローカルファイルシステムに置
くことも、クラスタファイルシステムに置くこともできます。

1. pkginfo(1)コマンドを実行して、Apacheパッケージの SUNWapchr、
SUNWapchu、SUNWapchdがインストールされているかどうかを判定します。

インストールされていない場合は、次の手順に従ってインストールします。

# pkgadd -d Solaris 8 Product directory SUNWapchr SUNWapchu SUNWapchd
...
Installing Apache Web Server (root) as SUNWapchr
...
[ verifying class initd ]
/etc/rc0.d/K16apache linked pathname
/etc/rc1.d/K16apache linked pathname
/etc/rc2.d/K16apache linked pathname
/etc/rc3.d/S50apache linked pathname
/etc/rcS.d/K16apache linked pathname
...

2. SUNWapchrパッケージの一部としてインストールした STARTと STOP実行制御
スクリプトを無効にします。

Sun Cluster HA for Apacheは、その構成を行ったあとでApacheアプリケー
ションの起動と停止を行います。そのため、これらのスクリプトを無効にする必要
があります。次の各手順を実行します。

a. Apache実行制御スクリプトをリストする。

b. Apache実行制御スクリプトの名前を変更する。

c. Apacheに関連するすべてのスクリプトの名前が変更されていることを確認す
る。

注 –次の例では、実行制御スクリプト名の最初の文字を大文字から小文字に変更し
ています。しかし、スクリプト名は、ユーザーの通常の管理規則に従って変更す
ることができます。

# ls -1 /etc/rc?.d/*apache
/etc/rc0.d/K16apache
/etc/rc1.d/K16apache
/etc/rc2.d/K16apache
/etc/rc3.d/S50apache
/etc/rcS.d/K16apache

# mv /etc/rc0.d/K16apache /etc/rc0.d/k16apache
# mv /etc/rc1.d/K16apache /etc/rc1.d/k16apache
# mv /etc/rc2.d/K16apache /etc/rc2.d/k16apache
# mv /etc/rc3.d/S50apache /etc/rc3.d/s50apache
# mv /etc/rcS.d/K16apache /etc/rcS.d/k16apache

# ls -1 /etc/rc?.d/*apache
/etc/rc0.d/k16apache
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/etc/rc1.d/k16apache
/etc/rc2.d/k16apache
/etc/rc3.d/s50apache

/etc/rcS.d/k16apache

� Apache WebサイトからApacheソフトウェアをインス
トールして構成する
この手順では、非セキュアバージョンのApache Webserverをインストールします。
セキュアApache Webserverのインストール手順については、18ページの「セキュア
Apache Webserverのインストール」を参照してください。

このWebサーバーのバイナリは、各クラスタノードのローカルファイルシステムに置
くことも、クラスタファイルシステムに置くこともできます。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Apacheのインストールマニュアルに説明されているインストール手順を使用し
て、Apacheソフトウェアをインストールします。

Apacheソフトウェアに付属のApacheインストールマニュアルまたは
http://www.apache.orgのインストール指定を参照して、Apacheソフトウェアを
インストールしてください。

3. httpd.conf構成ファイルを更新します。

� ServerName指定を設定する。 (バージョン 2.0のApacheでは、
ServerName指定はホスト名とポートを指定します)

� BindAddress指定を設定する (任意)。 (BindAddress指定があるのは、
Apache 2.0以前のバージョンだけです。Apache 2.0については、次の Listen
指定の説明を参照してください)

� Listen指定を設定する。 Listen指定は、論理ホストのアドレスまたは共有
アドレスを使用する必要があります。 (Listen指定は、Apache 2.0以降の
バージョンにのみ存在します。Apache 2.0より前のApacheバージョンについ
ては、BindAddress指定の説明を参照してください)

� ServerType、ServerRoot、 DocumentRoot、ScriptAlias、LockFile
指定を設定する。

注 – ServerType指定は、Apache 2.0にはありません。

� Port指定を Port_list標準リソースプロパティと同じ番号に設定する。詳
細については、手順 4を参照してください。

� Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する場合は、プロキシ
サーバーとして実行するための変更を行う。詳細は、Apacheのマニュアルを
参照してください。Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する
場合は、CacheRoot設定で、クラスタファイルシステム上の場所を示す必要
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があります。

4. httpd.confファイル内のポート番号が、Port_list標準リソースプロパティの
ポート番号と一致していることを確認します。

httpd.conf構成ファイルを編集し、標準の Sun Clusterリソースプロパティのデ
フォルト (ポート 80)と一致するようにポート番号を変更できます。または、Sun
Cluster HA for Apacheを構成するときに、httpd.confファイル内の設定と一致
するように Port_listの標準プロパティを設定できます。

5. Apache起動 /停止スクリプトファイル (Bin_dir/apachectl)内のパスを更新し
ます。

Apacheのデフォルトのパスを変更し、Apacheのディレクトリ構造と一致させて
ください。たとえば、 BIN_dir/apachectlスクリプト内の
HTTPD=/usr/local/apache/bin/httpdで開始される行を次のように変更します。

HTTPD=’/usr/local/apache/bin/httpd -f /global/foo/apache/conf/httpd.conf’

6. 次のタスクを実行して構成の変更内容を確認します。

a. apachectl configtest を実行し、Apache の httpd.conf ファイルが正し
い構文になっているかどうかを確認してください。

b. Apacheが使用する論理ホスト名または共有アドレスが、正しく構成されてお
りオンラインになっていることを確認してください。

c. apachectl start を実行することによって、Apache サーバーを手作業で起
動します。

Apacheが正しく起動しない場合は、問題を修正してください。

d. Apacheの起動後、次の手順に移行する前に停止します。

セキュアApache Webserverのインストール
この節では、セキュアなApacheＷebserverのインストール手順について説明しま
す。非セキュアApache Webserverのインストール手順については、15ページの「非
セキュアApache Webserverのインストール」を参照してください。

� mod_sslを使用してApacheソフトウェアをインストール
して構成する
この手順では、セキュアバージョンのApache Webserverをインストールします。非
セキュアApache Webserverのインストール手順については、15ページの「非セ
キュアApache Webserverのインストール」を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Apacheソフトウェアと mod_sslをインストールします。
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mod_sslをインストールするには、Apacheのインストールマニュアルまたは
http://www.modssl.orgのインストール指示を参照してください。

3. httpd.conf構成ファイルを更新します。

� ServerName指定を設定する。

� BindAddress指定を設定する (任意)。
� ServerType、ServerRoot、 DocumentRoot、ScriptAlias、LockFile
指定を設定する。

� Port指定を Port_list標準リソースプロパティと同じ番号に設定する。詳
細については、手順 4を参照してください。

� Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する場合は、プロキシ
サーバーとして実行するための変更を行う。詳細は、Apacheのマニュアルを
参照してください。Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する
場合は、CacheRoot設定で、クラスタファイルシステム上の場所を示す必要
があります。

4. httpd.confファイル内のポート番号が、Port_list標準リソースプロパティの
ポート番号と一致していることを確認します。

httpd.conf構成ファイルを編集し、標準の Sun Clusterリソースプロパティのデ
フォルト (ポート 80)と一致するようにポート番号を変更できます。または、Sun
Cluster HA for Apacheを構成するときに、httpd.confファイル内の設定と一致
するように Port_listを設定できます。

5. 証明書とキーをすべてインストールします。

6. Bin_dirディレクトリで、keypassという名前のファイルを作成します。この
ファイルに対するアクセス権は、所有者以外に付与しないようにしてください。

# cd Bin_dir
# touch keypass

# chmod 700 keypass

7. 暗号化した秘密鍵を使用している場合、以下の手順 aと手順 bを実行してくださ
い。

a. httpd.confファイルで、SSLPassPhraseDialog指定を見つけて、次のよ
うに変更します。

# SSLPassPhraseDialog exec:/Bin_dir/keypass

SSLPassPhraseDialog指定の詳細については、 mod_sslのマニュアルを参照し
てください。

b. ホストとポートに対応する暗号化鍵のパスフレーズを出力するように、
keypassファイルを編集します。

このファイルは引数の server:port algorithm で呼び出されます。 この
ファイルが正しいパラメータで呼び出された場合に、ファイルが各暗号化鍵の
パスフレーズを出力できることを確認してください。
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この後、Webserverを手作業で起動するときに、パスフレーズを求めるプロン
プトは表示されません。たとえば、ポート 8080と 8888で待機しているセ
キュアWebserverで、RSAを使用して暗号されている両ポート用の秘密鍵を
持っている場合、keypassファイルは次のようになります。

# !/bin/ksh
host=‘echo $1 | cut -d: -f1‘
port=‘echo $1 | cut -d: -f2‘
algorithm=$2

if [ "$host" = "button-1.eng.sun.com" -a "$algorithm" = "RSA" ]; then
case "$port" in
8080) echo passphrase-for-8080;;
8888) echo passphrase-for-8888;;
esac

fi

注 – keypassファイルは、所有者以外が読み取り、書き込み、実行を行えない
ようにしてください。

8. httpd.confファイルで、Webserverが Sun Cluster HA for Apacheによって検
証されるたびにメッセージをログに記録するのを防止するための警告を
SSLLogLevelが出すように設定します。

SSLLogLevel warn

9. Apache起動 /停止スクリプトファイル (Bin_dir/apachect1)内のパスを更新し
ます。

Apacheのデフォルトのパスを変更し、Apacheのディレクトリ構造と一致させて
ください。

10.次のタスクを実行して構成の変更内容を確認します。

a. apachectl configtest を実行し、Apache の httpd.conf ファイルが正し
い構文になっているかどうかを確認してください。

b. Apacheが使用する論理ホスト名または共有アドレスが、正しく構成されてお
りオンラインになっていることを確認してください。

c. apachectl start を実行することによって、Apache サーバーを手作業で起
動します。

Webserverがパスフレーズについての問い合わせを行わないことを確認しま
す。

Apacheが正しく起動しない場合は、問題を修正してください。

d. Apacheの起動後、次の手順に移行する前に停止します。
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� apache-sslを使用してApacheソフトウェアをインストー
ルして構成する
この手順では、セキュアバージョンのApache Webserverをインストールします。非
セキュアApache Webserverのインストール手順については、15ページの「非セ
キュアApache Webserverのインストール」を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Apacheのインストールマニュアルに説明されているインストール手順を使用し
て、apache-sslと Apacheソフトウェアをインストールします。

apache-sslをインストールするには、Apacheのインストールマニュアルを参照
するか、 http://www.apache-ssl.orgのインストール指示を参照してください。

3. httpd.conf構成ファイルを更新します。

� ServerName指定を設定する。

� BindAddress指定を設定する (任意)。

� ServerType、ServerRoot、 DocumentRoot、ScriptAlias、LockFile
指定を設定する。

� Port指定を Port_list標準リソースプロパティと同じ番号に設定する。詳
細については、手順 4を参照してください。

� Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する場合は、プロキシ
サーバーとして実行するための変更を行う。詳細は、Apacheのマニュアルを
参照してください。Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する
場合は、CacheRoot設定で、クラスタファイルシステム上の場所を示す必要
があります。

4. httpd.confファイル内のポート番号が、Port_list標準リソースプロパティの
ポート番号と一致していることを確認します。

httpd.conf構成ファイルを編集し、標準の Sun Clusterリソースプロパティのデ
フォルト (ポート 80)と一致するようにポート番号を変更できます。または、Sun
Cluster HA for Apacheを構成するときに、httpd.confファイル内の設定と一致
するように Port_listの標準プロパティを設定できます。

5. 証明書とキーをすべてインストールします。

6. 秘密鍵はすべて、暗号化解除されて格納されていることを確認してください。

この後、Webserverを手作業で起動するときに、パスフレーズを求めるプロンプト
は表示されません。

7. Apache起動 /停止スクリプトファイル (Bin_dir/httpsdct1)内のパスを更新し
ます。

Apacheのデフォルトのパスを変更し、Apacheのディレクトリ構造と一致させて
ください。

8. 次のタスクを実行して構成の変更内容を確認します。
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a. httpsdctl configtest を実行し、Apache の httpd.conf ファイルが正し
い構文になっているかどうかを確認してください。

b. Apacheが使用する論理ホスト名または共有アドレスが、正しく構成されてお
りオンラインになっていることを確認してください。

c. httpsdctl start を実行することによって、Apache サーバーを手作業で起
動します。

Apacheが正しく起動しない場合は、問題を修正してください。

d. Apacheの起動後、次の手順に移行する前に停止します。

次に進む手順
最初に Sun Clusterをインストールするときに、Sun Cluster HA for Apacheをインス
トールしなかった場合は、22ページの「Sun Cluster HA for Apacheパッケージのイン
ストール」に進みます。パッケージがインストールされている場合は、25ページ
の「Sun Cluster HA for Apacheのインストールと構成」に進みます。

Sun Cluster HA for Apacheパッケージ
のインストール
最初に Sun Clusterをインストールするときに、Sun Cluster HA for Apacheパッケー
ジをインストールしなかった場合は、この手順でパッケージをインストールしてくだ
さい。 Sun Cluster HA for Apacheパッケージをインストールする各クラスタノード
で、この手順を実行します。この手順を実行するには、Sun Java Enterprise System
Accessory CD Volume 3が必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

Sun Cluster HA for Apacheパッケージのインストールには、次のいずれかのインス
トールツールを使用します。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティ

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1データサービス 10/03より前のリリー
スでは利用できません。
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� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for Apacheパッケージをインストールする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)のどちらでも実行できます。作業の内容と順序は、CLIで
も GUIでも同様です。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for Apacheパッケージをインストールするクラスタノードで、
スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIを使用してWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環
境変数を設定しておく必要があります。

3. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を読
み込みます。

ボリューム管理デーモンvold(1M)が実行され、CD-ROMデバイスを管理するよ
うに構成されている場合、CD-ROMは /cdrom/cdrom0ディレクトリに自動的に
マウントされます。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for Apacheコンポーネントディレクトリに切り替え
ます。

Sun Cluster HA for Apacheデータサービス用のWeb Startプログラムはこの
ディレクトリにあります。

# cd /cdrom/cdrom0/\

components/SunCluster_HA_Apache_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたところで、インストールのタイプを選択します。

� Cロケールだけをインストールする場合は、「Typical」を選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、「Custom」を選択します。

7. 画面上の指示に従って、ノードに Sun Cluster HA for Apacheパッケージをイン
ストールします。

インストールが完了すると、Web Startプログラムがインストールサマリを提供し
ます。このサマリーを使用して、インストール時にWeb Startによって作成され
たログを確認できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレク
トリにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を CD-ROMドライブから
取り出します。
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a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

次に進む手順
25ページの「Sun Cluster HA for Apacheのインストールと構成」に進みます。

� scinstallユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for Apacheパッケージをインストール
する
この手順を実行するには、Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3が必要
です。この手順は、Sun Cluster HA for Apacheをマスターできるすべてのクラスタ
メンバーで実行してください。

1. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を挿
入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3のパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
25ページの「Sun Cluster HA for Apacheのインストールと構成」に進みます。
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Sun Cluster HA for Apacheのインス
トールと構成
この手順では、scrgadm(1M)コマンドを使って Sun Cluster HA for Apacheの登録と
構成を行う方法を説明します。

Apacheは、フェイルオーバーサービスまたはスケーラブルサービスとして構成でき
ます。

� フェイルオーバーサービスとしてApacheを構成する場合は、Apacheアプリケー
ションリソースとネットワークリソースは単一のリソースグループに配置します。

� スケーラブルサービスとしてApacheを構成する場合は、Apacheアプリケー
ションリソースとネットワークリソースのフェイルオーバーリソースグループに、
それぞれ 1つずつスケーラブルリソースグループを作成します。

スケーラブルリソースグループはフェイルオーバーリソースグループに依存します。
Apacheをスケーラブルサービスとして構成する場合には、追加の手順が必要になり
ます。このような手順には、その先頭部分に「スケーラブルサービスのみ」という表
示をして区別します。Apacheをスケーラブルサービスとして構成しない場合は、こ
れらの手順は省略してください。

� Sun Cluster HA for Apacheを登録して構成する

注 –任意のクラスタメンバーでこの手順を実行してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. データサービスのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.apache

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.apache 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソース
タイプを指定します。

3. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

このリソースグループは、フェイルオーバーサービスとスケーラブルサービスの両
方に必要です。フェイルオーバーサービスの場合、このリソースグループは
ネットワークリソースとフェイルオーバーアプリケーションリソースの両方を含み
ます。スケーラブルサービスの場合、ネットワークリソースのみを含みます。こ
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のグループとアプリケーションリソースを含むリソースグループとの間に、依存性
が作成されます。

必要に応じて、-hオプションを指定してデータサービスを実行できる一群のノー
ドを選択することもできます。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-a 新しい構成を追加します。

-gresource-group 追加するフェイルオーバーリソースグループの名前を指定しま
す。任意の名前を指定できますが、クラスタ内で一意のリ
ソースグループ名にする必要があります。

[-h nodelist] マスターを識別する物理ノード名または IDをコンマで区
切って指定します (任意)。フェイルオーバー時は、この順序
で主ノードが決まります。

注 – -hは、ノードリストの順序を指定するために使用します。クラスタ内にある
すべてのノードが潜在マスターである場合、-hオプションを使用する必要はあり
ません。

4. 使用しているすべてのネットワークアドレスがネームサービスデータベースに追加
されていることを確認します。

Sun Clusterを始めてインストールするときに、この確認を行います。詳細につい
ては、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』の計画に関する
章を参照してください。

注 –ネームサービスの検索が原因で障害が発生するのを防ぐために、すべてのクラ
スタノードの /etc/inet/hostsファイルに、すべてのネットワークアドレスが
登録されていることを確認してください。サーバーの /etc/nsswitch.conf
ファイルのネームサービスマッピングは、NIS、NIS+、DNSにアクセスする前
に、最初にローカルファイルを検査するように構成してください。

5. ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)を、手順 3で作成した
フェイルオーバーリソースグループに追加します。

# scrgadm -a {-S | -L} -g resource-group \
-l hostname, ... [-j resource] \

[-Xauxnodelist] [-n netiflist]

-S | -L 共有アドレスリソースには、-Sオプションを使用します。論
理ホスト名リソースには、-Lオプションを使用します。

-l hostname, … 追加するネットワークリソースをコンマで区切って指定しま
す。 -jオプションを使用してリソース名を指定できます。
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リソース名を指定しないと、ネットワークリソースの名前
は、コンマで区切ったリストの最初の名前になります。

-g resource-group 手順 3で作成したフェイルオーバーリソースグループ名を指定
します。

-j resource リソースの名前を指定します。リソース名を指定しない場
合、ネットワークリソース名は、デフォルトで -lオプション
で最初に指定した名前になります。

-X auxnodelist 共有アドレスをホストできるクラスタノード (ただし、フェイ
ルオーバー時に主ノードとして使用されない)を識別する物理
ノード名またはノード IDをコンマで区切ったリストで指定し
ます。このオプションを指定した場合は、これらのノード
は、リソースグループの nodelistで指定されるノードと相互に
排他的になります。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマで
区切って指定します (省略可能)。 netiflistの各要素は、
netif@nodeの形式で指定する必要があります。 netifは
IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0など)とし
て指定できます。ノードは、sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1などのノード名またはノード
IDで特定できます。

注 – Sun Clusterでは、現在、netifにアダプタ名を使用する
ことはできません。

6. スケーラブルサービスのみ :希望するすべてのクラスタノードで実行するスケーラ
ブルリソースグループを作成します。

Sun Cluster HA for Apacheをフェイルオーバーデータサービスとして実行する場
合は、手順 8に進みます。

データサービスアプリケーションリソースを保持するリソースグループを作成しま
す。主ノードの最大数と希望数を指定する必要があります。

注 –一部のノードしかこのリソースグループの主ノードになれない場合は、リソー
スグループの作成時に -hオプションを使用して主ノードになれるノードの名前を
指定する必要があります。

このリソースグループと手順 3で作成したフェイルオーバーリソースグループと
の間の依存性についても指定する必要があります。この依存性によって、フェイ
ルオーバー時に 2つのリソースグループが同じノードでオンラインになったとき、
Resource Group Manager (RGM)は、ネットワークリソースに依存する任意のデー
タサービスが開始される前に、そのネットワークリソースを開始できます。
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# scrgadm -a -g resource-group \
-y Maximum_primaries=m -y Desired_primaries=n \
-y RG_dependencies=resource-group \

[-h nodelist]

-gresource-group 追加するスケーラブルサービスリソー
スグループの名前を指定します。

-y Maximum_primaries =m このリソースグループに許可するアク
ティブ主ノードの最大数を指定しま
す。このプロパティに値を指定しない
場合は、デフォルトの 1になります。

-y Desired_primaries =n このリソースグループに許可するアク
ティブ主ノードの希望数を指定しま
す。このプロパティに値を指定しない
場合は、デフォルトの 1になります。

-y RG_dependencies = resource-group 作成されたリソースグループが依存す
る、共有アドレスリソースを含むリ
ソースグループを指定します。これ
は、手順 3で作成したフェイルオー
バーリソースグループの名前です。

-h nodelist このリソースグループの主ノードとし
て使用できるノードのリスト (オプ
ション)。このリストは、リソースグ
ループの主ノードとして使用できない
ノードがあるときだけ指定します。

7. スケーラブルサービスのみ :スケーラブルリソースグループにアプリケーションリ
ソースを作成します。

Sun Cluster HA for Apacheをフェイルオーバーデータサービスとして実行する場
合は、手順 8に進みます。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t resource-type -y Network_resources_used=network-resource, ... \
-y Port_list=port-number/protocol[, ...] -y Scalable=True \

-x Bin_dir=bin-directory, ...

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースが配置されるスケーラブルリソースグループの名前を指定します。

-t resource-type
追加するリソースのタイプを指定します。

-y Network_resources_used = network-resource, …
データサービスが使用する共有アドレスを指定するネットワークリソース名を
コンマで区切って指定します。
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-y Port_list =port-number/protocol, …
使用するポート番号とプロトコルをコンマで区切って指定します
(例:80/tcp,81/tcp)。

-y Scalable =
スケーラブルサービスの必須パラメータを指定します。このパラメータは、
Trueに設定する必要があります。

-x Bin_dir =bin-directory
Apacheバイナリ (apachect1)がインストールされている場所を指定します。
Sun Cluster HA for Apacheにはこの拡張プロパティが必要です。

注 –必要に応じて、Apacheデータサービスに属する拡張プロパティをさらに設定
し、それらのデフォルト値を上書きできます。どのような拡張プロパティがある
かについては、表 2を参照してください。

8. フェイルオーバーサービスのみ :フェイルオーバーリソースグループにアプリケー
ションリソースを作成します。

この手順は、Sun Cluster HA for Apacheをフェイルオーバーデータサービスとし
て実行する場合だけ行なってください。 Sun Cluster HA for Apacheをスケーラブ
ルデータサービスとして使用している場合は、手順 6と手順 7を実行して、手
順 10に進みます。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t resource-type -y Network_resources_used=network-resource, ... \
-y Port_list=port-number/protocol[, ...] -y Scalable=False \

-x Bin_dir=bin-directory

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースが配置されるリソースグループの名前を指定します。これは、手順 3
で作成したものです。

-t resource-type
追加するリソースのタイプを指定します。

-y Network_resources_used = network-resource, …
データサービスが使用する共有アドレスを指定するネットワークリソース名を
コンマで区切って指定します。

-y Port_list =port-number/protocol, …
使用するポート番号とプロトコルをコンマで区切って指定します
(例:80/tcp,81/tcp)。

-y Scalable =
このプロパティは、スケーラブルサービスにのみ必要です。 Falseに設定する
か省略します。

Sun Cluster HA for Apacheのインストールと構成 29



-x Bin_dir= bin-directory
Apacheバイナリ (apachect1)がインストールされている場所を指定します。
Sun Cluster HA for Apacheにはこの拡張プロパティが必要です。

9. フェイルオーバーリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z 共有アドレスリソースと障害モニターを有効に設定し、リ
ソースグループを MANAGED状態に切り替え、オンラインにし
ます。

-g resource-group フェイルオーバーリソースグループの名前を指定します。

10.スケーラブルサービスのみ :スケーラブルリソースグループをオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを有効に設定し、リソースグループを
MANAGED状態にし、オンラインにします。

-g resource-group スケーラブルリソースグループの名前を指定します。

例 –スケーラブル Sun Cluster HA for Apacheの登録
スケーラブルサービスの場合、次のリソースグループを作成します。

� ネットワークリソースを含むフェイルオーバーリソースグループ
� アプリケーションリソースを含むスケーラブルリソースグループ

次に、スケーラブルApacheサービスを 2ノードクラスタに登録する例を示します。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1、phys-schost-2
共有アドレス: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (共有アドレスの場合)、

resource-group-2 (スケーラブル Apacheアプリケーション
リソースの場合

リソース: schost-1 (共有アドレス)、apache-1 (Apacheアプリケーション
リソース)

(フェイルオーバーリソースグループを追加して、共有アドレスを含める)
# scrgadm -a -g resource-group-1

(共有アドレスリソースをフェイルオーバーリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -S -g resource-group-1 -l schost-1

(Apacheリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.apache

(スケーラブルリソースグループを追加する)
# scrgadm -a -g resource-group-2 -y Maximum_primaries=2 \
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-y Desired_primaries=2 -y RG_dependencies=resource-group-1

(Apacheアプリケーションリソースをスケーラブルリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -j apache-1 -g resource-group-2 \
-t SUNW.apache -y Network_resources_used=schost-1 \
-y Scalable=True -y Port_list=80/tcp \
-x Bin_dir=/opt/apache/bin

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-1

(両方のノードで、スケーラブルリソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-2

例 –フェイルオーバー Sun Cluster HA for Apacheの登録
次に、フェイルオーバーApacheサービスを 2ノードクラスタで登録する例を示しま
す。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1、phys-schost-2
論理ホスト名: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (すべてのリソース用)
リソース: schost-1 (論理ホスト名)、

apache-1 (Apacheアプリケーションリソース)

(フェイルオーバーリソースグループを追加して、すべてのリソースを含める)
# scrgadm -a -g resource-group-1

(論理ホスト名リソースをフェイルオーバーリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(Apacheリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.apache

(Apacheアプリケーションリソースをフェイルオーバーリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -j apache-1 -g resource-group-1 \
-t SUNW.apache -y Network_resources_used=schost-1 \
-y Scalable=False -y Port_list=80/tcp \
-x Bin_dir=/opt/apache/bin

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-1
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次に進む手順
32ページの「データサービスのインストールと構成を確認する」を参照し、インス
トールを確認してください。リソース拡張プロパティを設定または変更する場合は、33
ページの「Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティの構成」を参照してくださ
い。

SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを構成す
る
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプは、Sun Cluster 3.0 5/02で導入されました。
この新しいリソースタイプは、SUNW.HAStorageと同じ動作を実行し、HAストレー
ジとデータサービス間のアクションを同期化します。

SUNW.HAStoragePlusには、ローカルファイルシステムを高可用性にする追加機能
があります。

背景情報については、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページと『Sun Cluster
データサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループとディスク装置
グループの関係」を参照してください。手順については、『Sun Clusterデータサービ
スの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループとディスクデバイスグループ
間での起動の同期」を参照してください。 (Sun Cluster 3.0 5/02より前のバージョン
を使用している場合は、SUNW.HAStoragePlusではなく、SUNW.HAStorageを設
定する必要があります。手順については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理
(Solaris OS版)』の「リソースグループとディスクデバイスグループ間での起動の同
期」を参照してください。)

データサービスのインストールと構成を確認する
Sun Cluster HA for Apacheを構成すると、ネットワークリソース (論理ホスト名また
は共有アドレス)とポート番号によって、WebブラウザからWebページを開くことが
できます。 scswitch(1M)コマンドを使用してスイッチオーバーを実行し、サービス
が引き続き二次ノードでも実行でき、さらに元の主ノードに戻すことができることを
確認してください。
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Sun Cluster HA for Apache拡張プロパ
ティの構成
Apacheサーバーリソースの作成時に必要な拡張プロパティは、Bin_dirプロパ
ティだけです。このプロパティの値は、apachect1スクリプトを含むディレクトリ
です。

通常、拡張プロパティは、Apacheサーバーリソースを作成するときに、コマンド行
から scrgadm -xparameter=value を実行して構成します。 『Sun Cluster データサー
ビスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「データサービスリソースの管理」で説明され
ている手順を使用して、これらのプロパティをあとで構成することもできます。

すべての Sun Clusterプロパティの詳細については、『Sun Clusterデータサービスの
計画と管理 (Solaris OS版)』の「標準プロパティ」を参照してください。

拡張プロパティの中には動的に変更できるものもありますが、それ以外の拡張プロパ
ティは、Apacheサーバーリソースを作成するときにしか更新できません。次の表
は、Apacheサーバー用に構成できる拡張プロパティの説明です。「調整可能」エン
トリは、いつプロパティを更新できるかを示します。

表 2 Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Bin_dir (文字列) Apacheバイナリ (特に apachect1)のパス。
Sun Cluster HA for Apacheにはこの拡張プロ
パティが必要です。

初期値:なし

範囲:なし

調整:作成時
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表 2 Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Monitor_retry_count (整数) 障害モニターの再起動を制御するとともに、
Monitor_retry_ interval プロパティで
指定された時間の範囲内に、プロセスモニ
ター機能 (PMF)が障害モニターを何回再起動
するかを示します。このプロパティは、障害
モニターの再起動について制御するので
あって、リソースの再起動を制御するわけで
はありません。リソースの再起動は、システ
ム定義プロパティの Retry_intervalおよ
び Retry_countによって制御されます。

初期値: 4

範囲: 0 – 2,147,483,641

–1は、再試行の数が無限であることを示しま
す。

調整:作成時

Monitor_retry_interval (整数) 障害モニターの失敗回数をカウントする期間
(分)。この期間内に、障害モニターの失敗の
数が、拡張プロパティ Monitor_retry_
countで指定した値を超えた場合、PMFは障
害モニターを再起動しません。

初期値: 2

範囲: 0 – 2,147,483,641

–1は、再試行の間隔が無限であることを示し
ます。

調整:作成時

Probe_ timeout (整数) Apacheインスタンスの検証に障害モニターが
使用するタイムアウト値 (秒)。

初期値: 90

範囲: 0 – 2,147,483,641

調整:作成時
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表 2 Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Monitor_Uri_List (文字列) 1つの URIまたは URIのリスト。障害モニ
ターはこれを使用して、 Sun Cluster HA for
Apache Web Serverに配備されているアプリ
ケーションを検証します。 Sun Cluster HA
for Apache Web Serverに配備されているアプ
リケーションによってサービスされる 1つ以
上の URIにプロパティを設定することで、配
備されているアプリケーションを検証しま
す。リリース 3.1 10/03で導入されました。

デフォルト: Null

調整:任意の時点 (Anytime)

任意 URIの監視
Webサーバーの障害モニターで、Webサーバーが提供するアプリケーション (URI)の
任意リストを検証する場合は、Monitor_Uri_List拡張プロパティを設定する必要
があります。この拡張プロパティによって、拡張された検証機能が提供されます。ま
た、使用しているWebサーバーのほかにサービスを階層状にする場合に、このプロパ
ティは有用です。 Monitor_Uri_List拡張プロパティは、セキュア Sun Cluster HA
for Apacheインスタンスではサポートされません。 Monitor_Uri_List拡張プロパ
ティを設定しない場合、障害モニターは標準の検証を実行します。詳細については、36
ページの「Sun Cluster HA for Apache障害モニター」を参照してください。次の例
は、Sun Cluster HA for Apacheインスタンスを構成に追加する場合の
Monitor_Uri_List拡張プロパティの設定方法を示しています。

例—スケーラブル Sun Cluster HA for Apacheインスタン
スのための Monitor_Uri_Listの設定
(デフォルトの負荷分散で非セキュア Apacheインスタンスを追加する)

# scrgadm -a -j apache-insecure-1 -g resource-group-1 \
-t SUNW.apache -y Network_resources_used=schost-1, ... \
-y Scalable=True -y Port_list=8000/tcp -x Bin_dir=/opt/apache/bin \

-x Monitor_Uri_list=http://schost-1:8000/servlet/monitor

例—フェイルオーバー Sun Cluster HA for Apacheイン
スタンスのための Monitor_Uri_Listの設定
(非セキュア Apacheアプリケーションリソースのインスタンスを追加する)

# scrgadm -a -j apache-insecure-1 -g resource-group-1 \

Sun Cluster HA for Apacheのインストールと構成 35



-t SUNW.apache -y Network_resources_used=schost-1 \
-y Scalable=False -y Port_list=80/tcp \
-x Bin_dir=/opt/apache/bin \

-x Monitor_Uri_list=http://schost-1:80/servlet/monitor

Sun Cluster HA for Apache障害モニ
ター
Sun Cluster HA for Apacheの検証機能は、Apacheサーバーの健全性を照会する要求
をサーバーに送信します。検証機能が実際にApacheサーバーを照会する前に、
ネットワークリソースがこのApacheリソース用に構成されていることの確認が行わ
れます。ネットワークリソースが構成されていない場合は、エラーメッセージ (No
network resources found for resource.) が記録され、検証はエラー終了しま
す。

検証機能は、次のことを行います。

1. Probe_timeoutリソースプロパティで設定されたタイムアウト値を使用し、
Apacheサーバーを正常に検証するための試行時間を制限します。

2. 非セキュアWebserverについては、Apacheサーバーに接続し、HTTP要求を送信
して応答を受け取ることで HTTP 1.0 HEAD検査を実行します。検証機能は、各
IPアドレスとポートの組み合わせでApacheサーバーに順番に接続します。

この照会の結果は、異常か正常のどちらかになります。検証機能がApacheサー
バーからの応答を正常に受信した場合、検証機能は無限ループに戻り、検証と休止
の次のサイクルを開始します。

照会は、ネットワークトラフィックの混雑、過剰なシステム負荷、不適切な構成な
ど、さまざまな理由によって失敗します。構成の不備は、検証中のすべての IPア
ドレスとポートのペアで待機するようにApacheサーバーを構成しなかった場合に
発生します。Apacheサーバーは、このリソースに指定した各 IPアドレスに対
し、それぞれポートを提供する必要があります。 Probe_timeoutで指定した制
限内 (前の手順 1で指定)に照会に対する応答を受信しない場合は、検証機能は、
Apacheデータサービスの一部で異常が発生したと判断し、履歴に異常を記録しま
す。Apacheの検証異常は、致命的な異常、または一部の異常になります。

致命的な異常とみなされる検証異常は、以下のとおりです。

� サーバーへの接続に失敗した場合。次のエラーメッセージが表示されます。%s
はホスト名、%dはポート番号です。

Failed to connect to %s port %d %s

� サーバーに接続しようとしてタイムアウト (Probe_timeoutリソースプロパ
ティのタイムアウト値を超過)した場合。
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� 検証文字列をサーバーに送信することに失敗した場合。次のエラーメッセージ
が表示されます。最初の %sはホスト名、%dはポート番号です。最後の %sは
エラーの詳細です。

Failed to communicate with server %s port %d: %s

モニターは Retry_intervalリソースプロパティで指定した期間内に、部分的な
異常が 2つ累積した場合、これらを 1つの致命的な異常としてカウントします。

部分的に異常とみなされる検証の障害は次のとおりです。

� 検証機能による照会に対し、サーバーからの応答を読み取ろうとしてタイムア
ウト (Probe_timeoutリソースプロパティのタイムアウト値を超過)した場
合。

� その他の理由によってサーバーからデータを読み取ることに失敗した場合。次
のエラーメッセージが表示されます。最初の %sはホスト名、%dはポート番号
です。最後の %sはエラーの詳細です。

Failed to communicate with server %s port %d: %s

3. Monitor_Uri_List拡張プロパティで URIを構成している場合、検証機能は
Sun Cluster HA for Apacheサーバーに接続し、Monitor_Uri_List内の各 URI
に対して、HTTP要求を送信して応答を受け取ることで HTTP 1.1 GET検査を実行
します。 HTTPサーバーのリターンコードが 500 (Internal Server Error)となるか
接続に失敗した場合、検証は対応処置を実行します。

HTTP要求の結果は、失敗か成功のいずれかです。すべての要求で Sun Cluster
HA for Apacheサーバーからの応答を正常に受信した場合、検証機能はサイクルに
戻り、検証と休止の次のサイクルを開始します。

大量のネットワークトラフィック、大きなシステム負荷、不正な構成は、HTTP
GET検証の失敗の原因になります。 Monitor_Uri_Listプロパティを正しく構
成しないと、Monitor_Uri_Listの URIが不正なポートまたはホスト名を含む
ため失敗の原因になります。たとえば、Webサーバーのインスタンスが論理ホス
トの schost-1で待機しており、URIは http://schost-
2/servlet/monitorとして指定されている場合、検証機能は
/servlet/monitorを要求するために schost-2に問い合わせようとします。

4. セキュアWebserverについては、各 IPアドレスとポートの組み合わせに接続しま
す。この接続試行に成功した場合、検証機能は接続を切断して、成功状態を返し
ます。これ以上の検査は行われません。

5. 異常履歴に基づいて、データサービスのローカルでの再起動、またはデータサービ
スのフェイルオーバーのいずれかを実行します。このアクションの詳細について
は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Cluster
データサービスの障害モニター」を参照してください。
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SUNW.apacheリソースタイプの更新
次の条件に当てはまる場合は、SUNW.apacheリソースタイプをアップグレードして
ください。

� 旧バージョンの Sun Cluster HA for Apacheデータサービスからアップグレードす
る

� このデータサービスの新機能を使用する必要がある

リソースタイプをアップグレードする一般的な手順については、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースタイプのアップグレード」を参
照してください。このあと、SUNW.apacheリソースタイプのアップグレードを完了
するために必要な情報を示します。

新しいリソースタイプバージョンの登録に関する
情報
リソースタイプのバージョンと Sun Clusterデータサービスのリリースの関係を次の
表に示します。 Sun Clusterデータサービスのリリースは、リソースタイプが導入さ
れたバージョンを表します。

リソースタイプのバージョン Sun Clusterデータサービスのリリース

1 1.0

3.1 3.1 5/03

4 3.1 10/03

登録されているリソースタイプのバージョンを調べるには、次のどちらかのコマンド
を使用します。

� scrgadm -p
� scrgadm -pv

このリソースタイプに対応するリソースタイプ登録 (RTR)ファイル :
/opt/SUNWscapc/etc/SUNW.apache

リソースタイプの既存インスタンスの移行に関す
る情報
SUNW.apacheリソースタイプの各インスタンスを編集するために必要な情報は、次
のとおりです。
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� 移行はいつでも実行できます。

� Sun Cluster HA for Apacheデータサービスの新機能を使用する場合は、
Type_versionプロパティに設定する必要がある値は 4です。

� 配備されたアプリケーションを監視する必要がある場合は、1つの URIまたは
URIのリストに Monitor_Uri_List拡張プロパティを設定して、検証対象のア
プリケーションの場所を指定します。

次の例に、SUNW.apacheリソースタイプのインスタンスを変更するコマンドの例を
示します。

例 1 SUNW.apacheリソースタイプのインスタンスを移行する

# scrgadm -c -j apache-rs -y Type_version=4 \

-x Monitor_Uri_List=http://schost-1/test.html

このコマンドは、apache-rsという名前の SUNW.apacheリソースを次のように変
更します。

� このリソースのType_versionプロパティには 4が設定されます。
� 障害モニターの検証機能は、URI http://schost-1/test.htmlを監視しま
す。
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